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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和1年10月24日(2019.10.24)

【公開番号】特開2017-94721(P2017-94721A)
【公開日】平成29年6月1日(2017.6.1)
【年通号数】公開・登録公報2017-020
【出願番号】特願2016-197507(P2016-197507)
【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  67/00     (2017.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/101    (2014.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/34     (2014.01)
   Ｂ３３Ｙ  10/00     (2015.01)
   Ｂ３３Ｙ  30/00     (2015.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ   67/00     　　　　
   Ｃ０９Ｄ   11/101    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   11/34     　　　　
   Ｂ３３Ｙ   10/00     　　　　
   Ｂ３３Ｙ   30/00     　　　　
   Ｂ４１Ｍ    5/00     １２０　
   Ｂ４１Ｍ    5/00     １３４　

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月13日(2019.9.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相転移温度を有する硬化性ゲル化剤インク組成物を与えることと；
　前記インク組成物を前記相転移温度より高い温度まで加熱することと；
　前記インク組成物を基材の上に堆積させ、前記基材と接触すると、前記インク組成物が
凍結してゲルインク層を与えることと；
　前記ゲルインク層の少なくとも一部を処理することによって、処理されたゲル化剤イン
クが反応して三次元物体を生成し、未処理のゲル化剤インクは反応せずにゲル化剤の形態
のまま残り、前記三次元物体が作られる支持材を生成することと
を含み；
　単一の硬化性ゲル化剤インクが前記三次元物体と前記三次元物体が作られる前記支持材
との両方とも生成し、
　場合により、未反応のゲル化剤インクは、前記三次元物体の突出部分のための支持構造
を与え；
　前記未処理のゲル化剤インクは、再使用可能である、プロセス。
【請求項２】
　前記堆積させることは、インク吐出、流体コーティング、スプレーコーティング、また
はこれらの組み合わせを含む、請求項１に記載のプロセス。
【請求項３】
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　前記処理することは、動的光処理を用いることを含む、請求項１に記載のプロセス。
【請求項４】
　前記処理することは、光を照射することを含む、請求項１に記載のプロセス。
【請求項５】
　前記処理することは、紫外線を照射することを含む、請求項１に記載のプロセス。
【請求項６】
　前記硬化性ゲル化剤インクは、アミドゲル化剤と、少なくとも１種類のアクリレートモ
ノマーと、少なくとも１種類の光開始剤と、任意要素の着色剤とを含む、請求項１に記載
のプロセス。
【請求項７】
　前記硬化性ゲル化剤インクは、７０℃～９５℃の温度での粘度が２～１６センチポイズ
であり、凍結温度が３０℃～７５℃のインクを含むインクを含む、請求項１に記載のプロ
セス。
【請求項８】
　前記硬化性ゲル化剤インクは、下式の少なくとも１種類のゲル化剤を含む、請求項１に
記載のプロセス。
【化１】

（Ｒ１は、（ｉ）アルキレン基、（ｉｉ）アリーレン基、（ｉｉｉ）アリールアルキレン
基または（ｉｖ）アルキルアリーレン基であり、Ｒ２およびＲ２’は、それぞれ他と独立
して、（ｉ）アルキレン基、（ｉｉ）アリーレン基、（ｉｉｉ）アリールアルキレン基、
または（ｉｖ）アルキルアリーレン基であり、Ｒ３およびＲ３’は、それぞれ他と独立し
て、（ｉ）アルキル基、（ｉｉ）アリール基、（ｉｉｉ）アリールアルキル基、または（
ｉｖ）アルキルアリール基である基であり、ＸおよびＸ’は、それぞれ他と独立して、酸
素原子、または式－ＮＲ４－の基であり、Ｒ４は、（ｉ）水素原子、（ｉｉ）アルキル基
、（ｉｉｉ）アリール基、（ｉｖ）アリールアルキル基または（ｖ）アルキルアリール基
である。）
【請求項９】
　前記三次元物体は、１つ以上の突出部分を有し、前記未処理のゲル化剤インクは、前記
三次元物体の突出部分のための支持材を与える、請求項１に記載のプロセス。
【請求項１０】
　マスクを使用し、前記堆積した硬化性ゲル化剤インクの１つ以上の部分を覆うことをさ
らに含む、請求項１に記載のプロセス。
【請求項１１】
　マスクを使用し、前記堆積した硬化性ゲル化剤インクの１つ以上の部分を覆うことをさ
らに含み、
　ここで、前記堆積した硬化性ゲル化剤インクの１つ以上のマスクで覆われた部分は、最
終的な三次元物体の突出部分のための支持材を形成する、請求項１に記載のプロセス。
【請求項１２】
　マスクを使用し、前記堆積した硬化性ゲル化剤インクの１つ以上の部分を覆うことをさ
らに含み、
　ここで、前記マスクは、少なくとも１つのエトキシル部分を有する親水性ワックスと；
前記親水性ワックスと混和性であり、少なくとも１つのヒドロキシル基を有する低粘度ワ
ックスと；任意要素の安定化剤と；および着色剤と；を含む水分散性の相変化インク組成
物を含み、
　ここで、前記着色剤は、遮断したい領域で光を吸収するように選択される、請求項１に
記載のプロセス。
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【請求項１３】
　相転移温度を有する硬化性ゲル化剤インク組成物を与えることと；
　前記インク組成物を前記相転移温度より高い温度まで加熱することと；
　前記インク組成物を基材の上に堆積させ、前記基材と接触すると、前記インク組成物が
凍結してゲルインク層を与えることと；
　前記ゲルインク層の少なくとも一部を処理することによって、処理されたゲル化剤イン
クが反応して三次元物体を生成し、未処理のゲル化剤インクは反応せず、ゲル化剤の形態
のまま残り、前記未処理のゲル化剤インクは、再使用可能であり、前記未反応のゲル化剤
インクは、前記三次元物体の突出部分のための支持構造を与えることと；
　前記未処理のゲル化剤インクを集めることと
を含む、プロセス。
【請求項１４】
　前記堆積させることは、インク吐出、流体コーティング、スプレーコーティング、また
はこれらの組み合わせを含む、請求項１３に記載のプロセス。
【請求項１５】
　前記処理することは、動的光処理を用いることを含む、請求項１３に記載のプロセス。
【請求項１６】
　前記処理することは、紫外線を照射することを含む、請求項１３に記載のプロセス。
【請求項１７】
　前記硬化性ゲル化剤インクは、アミドゲル化剤と、少なくとも１種類のアクリレートモ
ノマーと、少なくとも１種類の光開始剤と、任意要素の着色剤とを含む、請求項１３に記
載のプロセス。
【請求項１８】
　相転移温度を有する硬化性ゲル化剤インク組成物および相転移温度を有する硬化性ゲル
化剤のうち、少なくとも１つを与えることと；
　前記硬化性ゲル化剤インク組成物の相転移温度より高い温度または前記硬化性ゲル化剤
の相転移温度より高い温度まで加熱することと；
　前記インク組成物および前記硬化性ゲル化剤の片方または両方を基材の上に堆積させ、
前記基材と接触すると、前記インク組成物、前記硬化性ゲル化剤、または両方が凍結して
ゲルインク層、ゲル化剤層、またはゲルインク層とゲル化剤層の両方を与えることと；
　前記ゲルインク層の少なくとも一部、前記ゲル化剤層の少なくとも一部、または両方を
処理することによって、処理されたゲル化剤インクおよび処理されたゲル化剤が反応して
三次元物体を生成し、未処理のゲル化剤インクおよび未処理のゲル化剤は反応せず、ゲル
化剤の形態のまま残り、前記未処理のゲル化剤インクおよび未処理のゲル化剤は、再使用
可能であり、前記未反応のゲル化剤インク、前記未反応のゲル化剤、または両方は、前記
三次元物体の突出部分のための支持構造を与えることと；
　前記未処理のゲル化剤インク、前記未処理のゲル化剤、または両方を集めることと
を含む、プロセス。
【請求項１９】
　硬化性ゲル化剤を堆積させ、前記三次元物体の突出部分のための前記支持構造を生成す
ることと；
　硬化性ゲル化剤インクを堆積させ、前記三次元物体を生成することと
を含む、請求項１８に記載のプロセス。
【請求項２０】
　前記堆積させることは、インク吐出、流体コーティング、スプレーコーティング、また
はこれらの組み合わせを含む、請求項１８に記載のプロセス。
【請求項２１】
　前記処理することは、動的光処理を用いることを含む、請求項１８に記載のプロセス。
【請求項２２】
　前記硬化性ゲル化剤インクは、アミドゲル化剤と、少なくとも１種類のアクリレートモ
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ノマーと、少なくとも１種類の光開始剤と、任意要素の着色剤とを含む、請求項１８に記
載のプロセス。


	header
	written-amendment

